
図1　衛星からのL1搬送波（1.57542 GHz）を使って距離を測れば，
1波長約19.03 cmの1/100の測距精度（mmオーダ）で距離がわ
かる
衛星と受信機間には搬送波の波数が1億個位あり，いくつあるか不明
（この不確定な波数を整数値アンビギュイティと呼んでいる）

図2　搬送波位相積算値の時間変化から，衛星が近づく場合は増
加し，遠ざかる場合は減少することがわかる
増減は一見緩やかであるように見えるが，縦軸は搬送波の波数を単位
として107（約1900 km）のオーダであり，衛星の移動により大きく増
減する

写真1　搬送波位相積算値の測定に使用したNovAtel Inc.社製の
GPS受信機RT−20
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　最も一般的なL1搬送波（1.57542 GHz）を利用すると
1波長は約19.03 cmになります．搬送波には波数を数
えるのに必要な目印に相当するものがなく，受信アン
テナから衛星送信アンテナまでの波数を正確に求めな
い限り距離差がわかりません．この不確定の波数を整
数値アンビギュイティ（ambiguity：曖昧さ）と呼んで
います．この整数値アンビギュイティがわかれば，衛
星との距離は非常に正確な（mm単位の）物差しで測れ

　RTK−GNSS（Real Time Kinematic GNSS）は，2
つの衛星とユーザの距離差測定に搬送波位相を利用
した衛星測位システムです．
　測位の要は衛星と受信機間の波数を正確に求める
ことです．最も一般的なL1搬送波（1.57542 GHz）を
利用すると1波長は約19.03 cmになり，その100分
の1程度の位相距離分解能が得られます．
　RTK−GNSS測位では比較的に衛星仰角が高く，
電波の受信状況が安定した衛星を基準衛星に決めま
す．その基準衛星と他の衛星との搬送波位相の2重
位相差の処理を行い，種々の搬送波位相誤差を消去
して高精度測距を実現します．リアルタイムでcm
級測位ができるため，自動車の自動走行やドローン
による無人飛行など，さまざまな分野への応用が期
待されます．� 〈編集部〉

■ 測位原理

● 測位の要は衛星と受信機間の波数を正確に求める
こと
　図1に示すのは，衛星と受信機間の搬送波位相のイ
メージです．
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